訓練実施計画作成例

地震・津波防災訓練実施計画
                                                    ○○市立○○小学校
１　目的                                                                    

　　緊急地震速報を見聞きした時の具体的な安全確保行動を身につける。

  　津波警報時の避難経路を確認し、落ち着いて避難できるようにする。
２　日時                                                                       

　　○月○○日　(○)　 ○○時○○分～○○時○○分                                                 

３　内容                                                                       

　　体育館にて講話を聞いた後、教室に移動し訓練を実施する。授業中、地震が発生、その後津波警報が発表されたことを想定して屋上に避難する。  

４　タイムスケジュール                                                                   

	０９時４０分
	体育館に集合

	０９時４０分
　～

１０時００分
	体育館で講話（緊急地震速報対応行動訓練の説明）を聞く

進行－○○
説明－○○○
並び方－始業式等に準ずる

	１０時００分
	体育館から各教室へ移動

	１０時０５分
　　～

１０時１０分
	緊急地震速報対応行動訓練

・「今から、地震・津波防災訓練を始めます。」とアナウンスをして、ＣＤにより緊急地震速報のチャイム音を流す。
児童は、机の下にもぐり身を守る行動をとる。

「ガタガタ音」の間はじっとしておく
・揺れ（ガタガタ音）が収まった後に避難行動に移行する
「緊急放送、地震訓練、地震訓練、ただいま、大きな地震が発生しました。児童のみなさんは、担任の先生の指示にしたがって、避難して下さい。落ち着いて行動して下さい。」（繰り返す）
「先生方は、校舎の破損状況を確認し、報告願います。」（インタホンで報告）

「緊急放送、ただいま、津波警報が発表されました。児童のみなさんは、先生の指示に従って、屋上に集まってください。」（繰り返す）

「放送終わり。」

	１０時１０分
	教師の誘導で各教室から屋上へ避難訓練開始

	１０時１５分
	屋上集合後

　担任は点呼、担外は残留児童がいないか確認、校長に報告。

講評（校長）
避難訓練終了　教室に戻る


※雨天時は避難場所を体育館とする

５　避難時の確認事項 

・放送は静かに聞けたか。

・机の下にもぐれたか。

・「おさない」「はしらない」「しゃべらない」「もどらない」ができたか。
６　担当

　　訓練責任者（担当：○○）

必要機材準備（担当：○○）

　　放送（担当：○○）

　　ストップウォッチ係(担当：○○)

　　講評(担当：○○)

７　必要機材
	講話
	パソコン・プロジェクター・スクリーン・マイク

	緊急地震速報対応行動訓練
	緊急地震速報アラーム音ＣＤ、ＣＤプレーヤー
ストップウォッチ

	避難訓練
	拡声器


８　避難経路
被害状況を確認し、近くの階段を用いて屋上に避難する。


９　避難場所の並び方




図に示すとわかりやすい
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